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いf直を示す。血清蛋白結合総糖質も同様の変化を示
す。糖蛋白分劃は，急性及び活動性結核に於て，著
しい a-G位糖質の増加を示す。 ムコ蛋白糖質と血
沈値，白血球数，血清蛋白 α-G，血奨鉄値，血繋銅
値との間には相関関係が認められる。
以上のことから，血清ムコ蛋白糖質，血清蛋白結
合総糖質は，炎症性疾患の動態を臨床的に把握する
有力な手段のーっと考えられる。 
9. 炎症1 '生疾患における血柴銅鉄について(第 1
報)
管内での生豚阻虫への作用は Ficin，Papain程強
烈ではないが， 500 mgj200ml改変ロック液で24時
間後にその正規前進運動は見られなくなり， 72時間
で死に角皮は膨化し頭部筋肉層が崩れた像が見られ
Tこ。 
12. 高濃度珪酸珪肺の進展過程
野島 清(足尾鉱業所附属病院)
珪肺の進展過程は吸入粉塵の珪酸濃度，吸入量及 
び吸入期聞によって異なる。一般に高濃度珪酸粉塵
吸入の珪肺の結節は主に粗粒型であり，低濃度珪酸
田辺邦彦(社保船橋病院) 粉塵吸入の珪肺の結節は主に細粒型である。叉高濃
炎症性疾患に於て血疑鉄減少，血紫銅増加は既知
の現象であるがその臨床的意義を探ろうとし次の観
察を行った。血紫鉄はフェナンスロリン法，血禁銅
はカノレパマート法によった。
検査成績正常人鉄値 (r%)合 120ム♀ 110.0
銅値 (r%)119ふ急性炎症 21例で鉄値 48ム銅値 
170.0， 結核症 71例で鉄銅 72.0銅値 170.8，慢性副
鼻腔炎 10例で鉄値 83.2銅値 123.6であり，鉄と銅
とは負の相関を示し鉄鋼の変化従って銅鉄比は炎症
の激しい疾患群でより大であった。叉発熱，血沈，
白血球数等炎症の活動性の指標と鉄銅値の相関が見
られた。貧血と鉄銅との関係は明らかでなく血清蛋
白では AI，r-G1，AjG比等との相関が見られた。
治療による鉄銅値の推移は結核症で化学療法による
正常への快復傾向が見られた。
以上より血紫鉄鋼測定は炎症の病態を知る上に臨
床的意義あるものと認めた。 
10. 放線菌二63株の産生する姻虫角皮溶解性物
質に就いての研究
北川浩正(社会保険船橋病院)
畑虫駆除薬の中で植物性酵素K抵抗性が弱いと言
われる姻虫角皮を溶かす事を狙いとした駆虫薬には 
Ficin，Nematolyt等があるが，下等植物に属する
細菌の産生する酵素にも姻虫角皮溶解性物質がある
のではないかとの想定の下IL，土壌より釣菌した 
320株の放線菌の invitro screaning-testを行い
ニ63株を得た。本菌株の性状並びl乙産生有効物質
の抽出，マウスに対する毒性，豚姻虫iと対する態度
を調べた。即ちニ63株産生有効物質を抽出により
褐色粗粉末として得， その 10mgjml Bouillon稀
釈液は 64倍までコッホ減菌した豚姻虫角皮を in 
Vitroで溶解した。叉 Darmを模したガラス U字
度珪酸粉塵吸入の場合吸入度が高く，吸入期聞が長
ければ主に三型粗粒型lζなり，吸入期聞が短かけれ
ば主に二型中，粗粒型となる。叉吸入度が低く，吸
入期聞が長ければ二三型，細中粒型になり，吸入期
間が短かければー，二型細粒型となる。しかして高
濃度濃厚珪塵長期吸入の珪肺は大塊状影を形成する
典型的珪肺として知られているが，その進展過程を 
X線学的に観て，結節形成と融合性の二者から考慮
し，前半を結節期，後半を融合期と大別し，更に前
駆期，結節初期，結節中期，結節後期，及び融合初
期，融合中期，融合後期，融合末期とに細分し，乙
れをX線型，結節の大きさ，その肺野分布状態，肺
門変化の程度，融合機転の進展度，萎縮の程度，肺
気腫の程度，周辺臓器の変化程度及び血管の雨線状
化等から規定して見たが，珪肺の進展度，病期を示
すのに便利であり，結核の鑑別lζ有意義であると考
えられるのでこれについて述べる。
高濃度珪酸珪肺の病期分類試案
1.前駆期結節様陰影を含む肺紋理の中下野
に於ける増強。肺門影の軽度増大 
2.結節初期 細粒型乃至中粒型結節の中下野氏
於ける出現。肺門影の軽度乃至高
度増大。 
3.結節中期 各型結節の略全肺野氏平等なる粗
或は密な分布。肺門影の軽度乃至
高度増大。末梢血管影の消失。 
4.結節後期 各型結節の上中野氏優勢なる粗或
は密な分布。肺門影の軽度乃至高
度増大。肺気腫傾向の出現。 
5.融合初期 初期融合像の出現。肺門影の軽度
転位。肺気腫の軽度進展。 
6.融合中期大融合像の形成。肺門影の中等度
転位。肺気腫の中等度進展。 
7.融合後期大塊状影の形成。肺門影の高度転
位。肺気腫の高度進展胞状化。結
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節の不明瞭化。血管影の雨線状化
傾向。横踊。縦踊。心陰影の軽度
変化。 
8.融合末期大塊状影の萎縮及び肺門影との融
合。肺気腫の高度胞状化。結節の
消失。血管影の雨線状化。横隔。
縦踊。心陰影の高度変化。 
14. 当院開院 1年間に於ける内科入院患者の統
計的観察
胃癌l乙就て手術後 1カ年以上生存した者と 3カ月以
内に死亡したものとを X線像で比較してみると，前
者は腫癌の大きlζかかわらず胃角より上方を犯して
いるに反し，後者では幽門附近の病変が多い。 
16. lE常者の胃高について
宇治正美，	 態谷利雄
(長野県立阿南病院〉
(目標〉 胃の位置を論ずる場合，一般に尾極，幽Lrur
/t
察した。疾患群別には伝染病 121名で最も多く，
肝・胆道系 49名，循環器 42名，泌尿器，呼吸器，
、 、
33 6 24当院は昭和 年 月 日開院したが，今回開院
1 (34 6 23年間に於ける 年 月 日まで)入院患者に
ついて統計的に調査したのでその成績を報告する。
1 6078 472この 年間の外来患者は 名， 入院患者は 
410名，その中退院患者は 名で，このものについて
疾患群別，年令別，入院日数別，転帰別等に分け観
肺結核のiI顕である。年令別には 11~20 才神経系，	
定型的なカッシング氏病等比較的稀な症例も見られ 
15. 1カ年以上生存した癌患者に就いて
2(国立干藁病院癌センター カ年の 
湯田好一，高梨三樹，高瀬潤一
が 146名で著明に多く他は大体平均化している。転
廿
1 
44
宰宮市
帰別には，死亡者は 410名中 35名で特l乙消化器，
肝・胆道系によるものが多かった。伝染病 121名中
赤痢が 100名を占め，その菌型は B群最も多く， D
群が僅かに見られ， A群， c群は 1名も見られなか
つ7こ。内分泌系の疾患としては手術により確め得た
?こ。 
Follow-upの成績)
長島豊晴，須田恵
(国立千葉病院)
国立千葉病院に癌センターを置いてから 2年経過
した。その聞に癌と診断し，登録した患者は 499例
で胃癌の 212を筆頭とし次で子宮癌が 101例ある。
消化管の癌が最も多く全体の 60%以上を占める。
之等の内退院後 3ヵ月以内 l乙死亡するものは 40%
でそれより年月を経過するにしたがい減少する。
退院後死亡じたものは，胃癌では 213中 81，で消
化器癌では死亡者が多いが，子宮癌では  61中死亡 
12，乳癌では 23 中 3 が死亡しているにすぎな t~o
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門，胃角の位置を目安としているが，下垂胃に於て
は同時に胃高が大となっている場合が多いことは周
知の通りである。ところが，胃高の面からの観察が
意外に行われていない。 
(検査方法) 対象として， 1年来全く自覚症状が
なくて，既往に於て，胃の位置と形に影響を及ぼす
病気経過していない者， Ba液 300cc服用直後一定
条件で撮影された X掴写真を計測した。特R._，胃泡
匂隆の曲率を胃泡の横径と縦径の比によって曲率を
調べ，尾極と胃角の距りをはかつて，胃高の大小と
の関係をみた。
(結果) 胃高の大小に影響する因子は①身長に
比例②栄養状態①一部幽門下垂による尾極低位
④胃壁の縦軸方向の伸び。叉胃泡曲率と胃角尾極
間距離は壁緊張度を推定するのに意味あるものと考
える。 Ba液 1口飲みと 300cc飲みの時の胃高増加
は 2-5cmである。更に 200cc増加しでも殆んど胃
高は増さない。
17. 血清(築〉蛋白像の諸問題に関する臨床的
研究
小藤田和郎(三輪内科) 
(1)胆路系諸種疾患及びその他の悪性腰湯性疾患の血
清蛋肖分画K於いて， Alは減少， α1-'α2 βGlは・， 
増加を示す ζとが多く ，r-G1は増加例もかなりみ
られているが， ζれら蛋白分固に於ける変動の様相
を複合蛋白分画を含めて， 胆路の閉塞，炎症の有
無，並びに肝生検組織像より比較し，更に悪性腫蕩
性疾患に於いても，腫療の部位，肝転移及び黄痘の
有無より比較検討し，欝滞性黄痘と肝内胆管炎及び
無責痘性転移性肝癌例lζ於ける乙れら血清蛋白分
画，複合蛋白分画並びにその他の血液生化学的変動
の異同を検討し，肝より分泌排j世されると看倣さ
れ，殊に従来逆流性機転のみで説明されて来た。ァ
Jレカリフォスファターゼ， コレステロール， BSP 
等が血清蛋白分画と密接な関連をもって変動してい
